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（表）乗り継ぎなしで行ける医療機関

延
べ
利
用
者
は
約
90
万
人

平
成
19
年
9
月
の
運
行
開
始
か
ら
12

年
目
を
迎
え
た
「
あ
づ
み
ん
」。
平
成

29
年
度
は
年
間
8
万
５
１
２
３
人
、
１

日
平
均
３
４
８
人
の
皆
さ
ん
が
利
用

し
、
こ
れ
ま
で
の
延
べ
利
用
者
は
90
万

人
を
超
え
て
い
ま
す
。　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
や
運
転
免
許
を
自

主
返
納
し
た
人
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
市

民
の
移
動
手
段
と
し
て
、
市
民
の
暮
ら

し
を
つ
な
ぐ
身
近
な
足
と
し
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

ど
な
た
で
も
利
用
で
き
ま
す

「
あ
づ
み
ん
」
は
平
日
の
午
前
8
時

か
ら
午
後
4
時
台
ま
で
の
約
１
時
間

間
隔
で
運
行
し
て
い
ま
す
。
１
乗
車

３
０
０
円
（
小
学
生
・
障
が
い
者
は

１
０
０
円
）
で
、
ど
な
た
で
も
利
用
で

運
行
の
一
部
見
直
し

よ
り
一
層
の
利
便
性
の
向
上
を
目
指

し
て
、
10
月
１
日
か
ら
下
記
の
と
お
り

一
部
運
行
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。
利

用
状
況
等
を
随
時
確
認
し
な
が
ら
、
効

果
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。

【
見
直
し
の
内
容
】

▽
堀
金
地
域
の
運
行
間
隔
を
30
分
毎
か

ら
１
時
間
毎
に
変
更
し
ま
す
。

▽
車
両
の
配
置
を
再
検
討
し
、
断
り
件

数
の
減
少
を
目
指
し
ま
す
。

▽
「
あ
づ
み
ん
」
の
利
用
頻
度
が
高
く
、

運
行
エ
リ
ア
境
界
線
か
ら
約
３
０
０

㍍
以
内
の
一
部
の
医
療
機
関
へ
乗
り

継
ぎ
な
し
で
行
け
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
該
当
医
療
機
関
は
左
表
の
と
お

き
ま
す
。

電
話
予
約
し
た
利
用
者
を
、
予
約
し

た
乗
車
場
所
か
ら
目
的
地
ま
で
乗
り
合

い
で
送
迎
し
ま
す
。

市
内
5
地
域
単
位
で
運
行
エ
リ
ア
を

設
け
て
お
り
、
共
通
乗
合
エ
リ
ア
で
乗

り
継
ぎ
を
す
る
こ
と
で
、
ほ
か
の
エ
リ

ア
へ
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

電
話
で
簡
単
申
し
込
み

　
利
用
日
の
１
週
間
前
か
ら
当
日
の
利

用
し
た
い
便
の
30
分
前
ま
で
に
受
付
セ

ン
タ
ー
に
電
話
で
予
約
を
申
し
込
み
ま

す
。
午
前
8
時
の
便
は
前
日
ま
で
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
初
め
て
の
利
用
の

場
合
、
事
前
登
録
を
す
る
と
受
付
が
ス

ム
ー
ズ
で
す
。
下
記
「
あ
づ
み
ん
の
利

用
方
法
」
を
参
考
に
、
市
社
会
福
祉
協

議
会
窓
口
ま
た
は
政
策
経
営
課
で
申
込

み
く
だ
さ
い
。

り
で
す
。

問
政
策
経
営
課
交
通
政
策
係　

71
・

２
４
０
１　

71
・
５
１
５
５

市
社
会
福
祉
協
議
会
内
あ
づ
み
ん
受

付
セ
ン
タ
ー　

71
・
１
２
３
３ 

73
・
１
１
１
４

余
裕
を
持
っ
た
利
用
を

停
留
所
や
時
刻
表
が
な
く
、
複
数
の

利
用
者
と
乗
り
合
い
に
な
る
た
め
、
お

迎
え
の
時
間
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ

い
。ま

た
、
午
前
8
時
台
か
ら
10
時
台
、

午
後
4
時
台
（
最
終
便
）
は
混
み
合
い

ま
す
。
午
後
の
便
な
ど
、
余
裕
の
あ
る

時
間
帯
の
利
用
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

市
民
の
身
近
な
足

「
あ
づ
み
ん
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

「
あ
づ
み
ん
」
は
、
市
地
域
公
共
交
通
協
議
会
が
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
内
タ
ク
シ
ー
会
社
４
社
と
と
も
に

運
行
し
て
い
る
乗
り
合
い
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
で
す
。

「あづみん」の利用方法

利用登録票に住所・氏名・
電話番号など必要事項を記
入の上、申し込みください。
登録料、更新料は掛かりま
せん。登録用紙は市社会福
祉協議会窓口や市政策経営
課、市ホームページから入
手できます。

利用する「時間帯」の 30 分
前までに受付センターに予
約を申し込みます。

予約した乗車場所で乗車し
ます。自宅の前を指定する
こともでき便利です。

目的地に到着。（乗り合いの
ため、到着時間は指定でき
ません）　

初めての人は
事前登録を

該当地域 医療機関

明科から
乗車の場合

前角整形外科医院
健心堂薬局
信濃内科循環器科医院
かえで歯科医院
せき泌尿器科クリニック

三郷から
乗車の場合

山田医院
山田眼科医院
山田歯科医院
みるく薬局

堀金から
乗車の場合 柏原クリニック

受付センター（市社会福祉協議会内）

☎ 71・1233　📠73・1114
受付時間　午前7時40分～午後4時40分

（土日・祝日・年末年始を除く）

①電話予約 ②乗車 ③到着

より一層のご利用を
「あづみん」は 300 円で利用できますが、

１乗車当たりの経費は約 1,121 円です。運行
経費は、運賃収入以外に国の補助金、市の
負担金で成り立っています。平成 29 年度で
は、約 9,543 万円の運行経費の内、運賃収入
約 1,832 万円、国の補助金約 1,090 万円を差
し引いた 6,621 万円を市が負担しています。

（下記参照）
利用者は平成 24 年度をピークに減少して

おり、安定した運行やシステムの充実には、
より多くの皆さんに利用いただくことが必
要です。「あづみん」のより一層の利用と事
業へのご理解・ご協力をお願いします。

必要な経費…1,121 円

国補助
128 円

運賃
300 円市負担

693 円

1 乗車当たり
の経費内訳

必要経費…1,121 円

内訳
国の補助金…128 円
利用者運賃…300 円

（小学生など 100 円）
市の負担金…693 円
※平成 29 年度収支

に基づく概算

地域公共交通網形成計画を策定

市では、「地域にとって望ましい公共交通網のすがたを明らかにするマスタープラン」として、
平成 30 年６月に「安曇野市地域公共交通網形成計画」を策定しました。「あづみん」を中心と
した公共交通を今後も維持・充実させ、安曇野市にふさわしい誰もが使いやすい持続可能な公
共交通の実現を目指します。計画の詳細は政策経営課（２階�番窓口）または市ホームページ
からご確認ください。

問政策経営課交通政策係　471・2401　672・5155

持続可能な公共交通の実現を目指します
１　市民の生活に必要な通学・通院・買い物のための移動を確保し、積極

的に利用されることを目指します。

２　周遊バス、タクシー、レンタサイクル等、さまざまな手段を組み合わ

せた移動手段を整備していきます。

３　持続可能な公共交通のサービス水準が維持されることを目指します。

４　高齢者や障がい者に配慮した公共交通利用環境の整備や移動手段につ

いて情報発信を行います。


